
様式第 2 号(第 2 条関係) 

世 帯 状 況 調 書 

 フ リ ガ ナ 　
申請者 
住 所

電話番号　（　　　　）　　－

 
申請者氏名 　

 
生 年 月 日 年　　月　　日

連絡先

住 所
電話番号　 （　　　　）　　－

 
在
学
校
名

校 名 
学部名 
学科名 
学 年　　　　年

出身
学校

校 名 
 
科 名 

(全日制・定時制) 
　　(卒業年度　　    　年度)

 該 当 に 〇 高等専門学校・専攻科・大学

 

世
帯
の
状
況

続柄
フリガナ

　 生 年 月 日 在学状況（学生の場合）  氏 名

  
 

年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
  

 
年 　月 　日

国公立 
私　立

小・中・高・高専・大・専修 
【校　名】  

 
年

自　宅 
 

自宅外  
 

特別

事情

ひとり親世帯 
または養育者世帯

障がいのある人 
のいる世帯

長期療養者（6 か月 
以上）のいる世帯

単身赴任世帯 災害を受けた世帯

 □ □（　　人） □ □ □

 奨学金を必要とする理由

 　上記の世帯状況に相違ありません。 

　　　　年　　月　　日 
本 人　　　　　　　　　　　　　 
保 護 者　　　　　　　　　　　　　 

 

記入例

住民票の異動の有無に関わらず

現住所を記入すること。

世
帯
員
に
生
徒
・
学
生
が
い
る
場
合
は

在
学
状
況
を
記
入
す
る
。

該当があれば□に✓を入れる。 
※「ひとり親世帯または養育者世帯」以外に該当する場合は、別途

提出書類が必要です。（必要書類は裏面参照）

・奨学金志望動機 
・学業に対する思い 
・奨学金給付を希望する学校を卒業後の進路 
・将来の夢 
を具体的に記載すること。



○特別事情に係る提出書類について 

 

⑴ 令和8年1月1日現在の状況で、特別事情のある世帯に該当する場合は、該当世帯の□に✔を

つけてください。 

⑵　✔をつけた場合は、必ず証明書類を添付してください。 

※ただし、ひとり親世帯又は養育者世帯の場合は、住民票で確認できますので別の証明書類

は不要です。 

⑶　障がいのある人のいる世帯は人数も記入してください。 

 
 項　　　目 提出する証明書類

 
「障がいのある人のいる世帯」

①身体障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者

保健福祉手帳の写し（人数分）

 
「長期療養者（6 か月以上）のいる世帯」 
※申請時に 6 か月以上継続して療養中の人

又は療養を必要とする人がいる世帯

①令和 7 年 1 月から令和 7 年 12 月までの治療

若しくは療養にかかった経常的費用の領収

書の写し又はその費用の証明書（医療給付を

受ける金額を除く。）

 「単身赴任世帯」 
※主たる家計支持者が、現在単身赴任して

いる世帯

①単身赴任していることが確認できる書類及

び別居のため特別に支出している経費がわ

かるもの（家賃の証明書の写し、光熱水費の

領収書の写し等）

 

「災害を受けた世帯」 
※令和 7 年 1 月から令和 7 年 12 月までに受

けた火災・風水害などの被害が対象

①罹（り）災証明書の写し 
②それまでの家屋に居住できない場合の賃貸

費等の領収書の写しや、災害により被害のあ

った家財で、新たに購入を行った場合の領収

書の写し（ただし、生活に必要な限度を超え

るものは含まない。） 
※保険、損害賠償等によって補てんされた場合

は除きます。


